
第93回
日本医科大学医学会総会・学術集会

プログラム

日　　時　　令和 7 年 9 月 6 日（土）9：30 〜

会　　場　　日本医科大学　済生学舎 1 号館（教育棟）  2 階  講堂
　　　　　　　＊橘桜会館　3 階　SGL 室（11：30～12：30「一般演題」口頭発表・選抜演題のみ）

Web 開催　  令和 7 年 9 月 6 日（土）～令和 7 年 12 月 26 日（金）

医学会ホームページ　https://www.nms.ac.jp/ma/
　　　　　　　　　　      （最新情報をご確認ください）
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第 93 回日本医科大学医学会総会・学術集会プログラム

［総会・授与式・講演会］　日本医科大学　済生学舎 1 号館（教育棟）  2 階  講堂

第一部
9：00 開場

9：30 開会

会長挨拶

9：35 令和 6 年度丸山記念研究助成講演

9：50 令和 6 年度同窓会医学研究助成講演

10：05 海外留学者講演

11：00〜13：00 休憩
（11：30〜12：30「一般演題」プレゼンテーション：橘桜会館３階 SGL 室）

第二部
13：00 医学会総会　業務報告

令和 6 年度医学会収支決算、監査報告および令和 8 年度予算案

13：20 授与式　奨学賞・優秀論文賞・丸山記念研究助成金

13：30 第 93 回医学会総会・学術集会「特別講演」

14：10 令和 6 年度優秀論文賞受賞記念講演

14：34 令和 7 年度奨学賞受賞記念講演

14：46 新任臨床教授特別講演

15：00 新任特命教授特別講演

15：30 新任教授特別講演

16：30 新任大学院教授特別講演

17：35 授与式　優秀演題賞

17：45 副会長挨拶

17：50 閉会

　Web 開催　（詳細：医学会ホームページ　https://www.nms.ac.jp/ma/）

　総会・学術集会終了後、第一部および第二部を医学会ホームページにて、会員限定・期間限
定（令和 7年 12 月 26 日まで）で動画配信予定です。

［一般演題］
Web発表：デジタルポスターまたはプレゼンテーション動画により、全演題をWeb上（医学
　　　　　会ホームページ・会員限定）にて発表します。

当日発表：「一般演題」の中から選抜した演題（約 30 演題）のプレゼンテーションを行います。
　　　　　日時：9 月 6 日（土）11：30 ～ 12：30
　　　　　会場：橘桜会館　3 階　SGL 室

詳細は、医学会ホームページにてご確認ください。
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 9：30　開会　

 会長挨拶　　　日本医科大学医学会会長　　　弦間　昭彦

 9：35　令和６年度丸山記念研究助成講演　（12 分　− 講演10分・質疑応答2分）

１.（ 9：35〜 9：47） 成　　英瀾 分子遺伝医学 肝臓マクロファージのプラスマロ
ゲン生合成の病態生理学的意義の
解明

酒井真志人

  9：50　令和６年度同窓会医学研究助成講演　（12 分　− 講演10分・質疑応答2分）

１.（ 9：50〜10：02） 片野　雄大 付 属 病 院
脳 神 経 内 科

心房心筋症を有する潜因性脳梗塞に
おける線維化マーカーを用いた左房
内血栓形成解析

須田　　智

10：05　海外留学者講演（各 12 分　−講演 10 分・質疑応答 2 分）

１.（10：05〜10：17） 片野　雄大 付 属 病 院
脳 神 経 内 科

椎骨脳底動脈閉塞患者における機械
的脳血栓回収療法後の転帰の検討

須田　　智

２.（10：17〜10：29） 星野慎太朗 千葉北総病院
消 化 器 内 科

Queen Mary University of London
での食道運動機能研究

川見　典之

３.（10：30〜10：42） 植竹　俊介 千葉北総病院
循 環 器 内 科

右室心尖部ペーシングによるヒス束
波の反応の違いを利用した、Bundle 
Branch Reentry VT の診断

淺井　邦也

４.（10：42〜10：54） 中道　真仁 付 属 病 院
呼 吸 器 内 科

（化学療法科）

米国 NIH 研究留学を経て得たもの 清家　正博

第一部

［総会・授与式・講演会］日本医科大学　済生学舎 1 号館（教育棟）  2 階  講堂

司　会　杉谷　　巌　学術担当理事

（座　長）

休憩（11：00 〜 13：00）

＊休憩時間帯に「一般演題」のプレゼンテーションを行います（選抜演題のみの発表となります）。
　（11：30～12：30　橘桜会館　3 階　SGL 室）
＊プレゼンテーションは、どなたでもご覧いただけます。
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14：10　令和６年度優秀論文賞受賞記念講演　（12分　ー 紹介3分・講演9分）

１.（14：10〜14：22） 進士　誠一 外 科 学
（消化器外科学）

Recent Advances in the Treatment 
of Colorectal Cancer: A Review

吉田　　寛

２.（14：22〜14：34） 小川　　令 形成再建再生 
医 学 分 野

The Latest Strategy for Keloid and 
Hypertrophic Scar Prevention and 
Treatment: The Nippon Medical 
School (NMS) Protocol

吉田　　寛

14：34　令和７年度奨学賞受賞記念講演　（12 分　− 紹介3分・講演9分）

１.（14：34〜14：46） 新井　泰央 内 科 学
（消化器内科学）

経口 GLP-1 受容体作動薬が２型糖
尿病合併 MASLD 患者の肝病態に
与えるインパクト

岩部　真人

14：46　新任臨床教授特別講演　（12分　− 紹介3分・講演9分）

１.（14：46〜14：58） 藤井　孝明 外 科 学
（乳腺外科学）

乳癌診療の取り組みと今後の展望
〜一人一人を大切に

武井　寛幸

（座　長）

第二部

司　会　淺井　邦也　庶務担当理事

司　会　荒川　亮介　学術担当理事

司　会　岩部　真人　学術担当理事

13：00  総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・医学会業務報告
・令和 6 年度医学会収支決算、監査報告および令和 8 年度予算案

13：20  授与式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・令和 7 年度奨学賞
・令和 6 年度優秀論文賞
・令和 7 年度丸山記念研究助成金

13：30　第 93 回日本医科大学医学会総会・学術集会
　
　　　　　  「特別講演」（13：30 ～ 14：10）（40 分　― 紹介 5 分・講演 35 分）

　　早稲田大学　理工学術院／ナノ・ライフ創新研究機構　　由良　　敬　教授
　　お茶の水女子大学基幹研究院自然科学系

   　　演題  ：  マルチオミックスデータによる疾患分子機構解析への挑戦

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （座　長）清家　正博
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15：00　新任特命教授特別講演　（15分　− 紹介3分・講演12分）

１.（15：00〜15：15） 木村　　剛 付属病院泌尿器科 転移性腎細胞癌に対する治療決定
における Shared Decision Making

近藤　幸尋

２.（15：15〜15：30） 久保田　馨 呼吸ケアクリニック 肺がん診療の現状と今後 臼田　実男

15：30　新任教授特別講演　（各15分　− 紹介3分・講演12分）

１.（15：30〜15：45） 牧野　浩司 外 科 学
（消化器外科学）

食道外科医として注力した低侵襲
手術の導入と楽しかった食道癌の
発がんの研究

吉田　　寛

２.（15：45〜16：00） 笠原　寿郎 内 科 学
（呼吸器・腫瘍内科学）

呼吸器悪性腫瘍の最前線：薬物療法
を中心に

清家　正博

３.（16：00〜16：15） 山田　岳史 外 科 学
（消化器外科学）

Surgery 5.0が拓くPrecision Surgery 
の未来：AI・通信・裸眼 3D・リキッド
バイオプシーの融合

臼田　実男

４.（16：15〜16：30） 中村　慶春 外 科 学
（消化器外科学）

消化器外科医と手術；現況に即した
先進性をデザインし、組織発展に繋
げる

吉田　　寛

16：30　新任大学院教授特別講演　（各15分　− 紹介3分・講演12分）

１.（16：30〜16：45） 大塚　俊昭 衛生学公衆衛生学 心血管リスク低減を目指す疫学研
究の道のり

淺井　邦也

２.（16：45〜17：00） 須田　　智 神 経 内 科 学 基礎と臨床研究から脳卒中後遺症の
軽減への挑戦 

仁藤智香子

３.（17：00〜17：15） 平尾　　眞 整 形 外 科 学 二足歩行を目指した機能再建
（整形外科新部門のご紹介も含めて）

小川　　令

４.（17：15〜17：30） 後藤　　穣 頭頸部・感覚器科学 アレルゲン免疫療法の過去・現在・
未来

小川　徹也

17：35　授与式　　　　令和 7 年度優秀演題賞（一般演題から 3 名以内決定）

17：45　副会長挨拶　　日本医科大学医学会副会長　清家　正博

17：50　閉会　

（座　長）
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［一般演題］　日本医科大学医学会ホームページ（https://www.nms.ac.jp/ma/）にてデジタルポスターまたは
　　　　　　プレゼンテーション動画による発表
　　　　　　公開期間　令和 7 年 9 月 6 日（土）～令和 7 年 12 月 26 日（金）
※ 9 月 6 日（土）当日の会場での発表（口頭発表）については、「一般演題」の中から選抜して行う予定です。
　（11：30 〜 12：30 予定　　場所：橘桜会館 ３階 SGL室）
詳しくは上記、医学会ホームページにて確認ください。

Ａ 教育・社会医学・救命救急
P − 1 SOGI（性的指向・性自認）卒後教育の実践と学内に

おける課題の可視化
多摩永山病院小児科
しあわせキャリア支援センター
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

松 本 多 絵
並木香奈子

土佐眞美子
P − 2 気道異物による窒息患者の気道閉塞時間と生存率

の関連：MOCHI registry サブ解析
付属病院高度救命救急センター
／救急医学

松 川 紘 之・須賀涼太郎
五十嵐　豊・中 江 竜 太・横 堀 將 司

P − 3 手外科領域におけるメディカルイラストレーションの
歴史と展望

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

小 野 真 平・小 川 　 令

P − 4 褥瘡・足病患者における転院調整の効率化と入院
日数短縮を目指した地域医療連携システムの構築
と有用性

形 成 外 科 学 大 地 洋 輔・小 野 真 平・小 川 　 令

P − 5 Hybrid 手術室を活用し外科的治療と血管内治療を
同時に行った、上行結腸憩室穿通に伴う門脈血栓
症の 1 例

付属病院救命救急科

救 急 医 学 教 室
付 属 病 院 放 射 線 科

井 上 正 章・瀧 口 　 徹・重 田 健 太
金 谷 貴 大・坂本和嘉子・中 江 竜 太
岡 田 一 郎・金 　 史 英
横 堀 將 司
白 井 清 香・上 田 達 夫

P − 6 ロボット支援手術のチーム医療を学んだ医学生が
将来の医療チームの看護学生のために開発した 
ユニークな解剖学教育ツール

分 子 解 剖 学
泌 尿 器 科 学

瀧 澤 敬 美・瀧 澤 俊 広
濵 﨑 　 務・近 藤 幸 尋

P − 7 集中治療領域におけるレミフェンタニルの適正使用
プロトコルの有用性

多摩永山病院薬剤部

多摩永山病院救命救急科

小原衣未里・渡 辺 　 圭・近 藤 匡 慶
菅 谷 量 俊・林 　 太 祐
田 中 知 恵・久 野 将 宗

P − 8 REBOA を用いた上部消化管出血によるショックの
循環安定化戦略

付属病院救命救急科

救 急 医 学

長谷川和洋・瀧 口 　 徹・重 田 健 太
坂本和嘉子・井 上 正 章・岡 田 一 郎
金 　 史 英
横 堀 將 司

P − 9 形成外科医の『触れる力』：触覚トレーニングの有
効性の検討

武蔵小杉病院形成外科

形 成 外 科 学

池 上 麻 衣・西本あか奈・久 保 村 憲
松 永 宜 子・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 10 肺線維芽細胞遊走におけるディーゼル促進排気粒
子の作用とそのメカニズム

衛生学・公衆衛生学 李 　 英 姫・稲 垣 弘 文・大 塚 俊 昭

B AI・画像診断
P − 11 腎臓病理画像における深層学習を用いた糸球体お

よびメサンギウム領域の自動検出
医 学 部 第 4 学 年
解 析 人 体 病 理 学

共 同 研 究 施 設 形
態 解 析 研 究 室・
解 析 人 体 病 理 学
付 属 病 院 病 理 部

宮 川 　 諒
寺 崎 美 佳・高熊将一朗・㓛刀しのぶ 
清 水 　 章
遠 田 悦 子

寺 崎 泰 弘

P − 12 乳幼児腸蠕動音に基づく 1 日の総おむつ替え回数予
測のための有効特徴量抽出と多クラス分類モデルの
構築

公 立 諏 訪 東 京 理 科
大 学 大 学 院 2 年 生
公立諏訪東京理科大学工学部
付属病院心臓血管外科

向 山 紗 矢

田 邉 　 造
佐々木　孝・鈴 木 憲 治・宮 城 泰 雄
石 井 庸 介
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P − 13 AI は皮弁をデザインできるか 武蔵小杉病院形成外科

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

長 澤 大 輝・西本あか奈・久保村　憲
松 永 宣 子・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 14 AI を用いたケロイドの多角的評価：臨床写真から
の 3D サイズ・硬度・色調の定量化

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

比留間　英・土 肥 輝 之・小 川 　 令

P − 15 人工知能による病院内転倒の転倒予測プログラム
研究：病棟導入後 6 か月の結果

付属病院総合診療科 松 田 直 人・兵 働 英 也・高 木 　 元

C 薬剤・検査　　　
P − 16 バンコマイシン初期投与設計における母集団薬物

動態解析ソフトウェア PAT と MEEK の血中濃度予
測精度の比較

多摩永山病院薬剤部 田 杭 直 哉・近 藤 匡 慶・菅 谷 量 俊
林 　 太 祐

P − 17 前処理による尿生化学項目測定値への影響 千葉北総病院中央検査室 桑 原 沙 綺・植 竹 和 也・渡 邉 磨 維
谷 口 惠 理・若 松 孝 嘉・田 中 信 之

P − 18 検体採取管検索システムの構築による展望と課題 千葉北総病院中央検査室 谷 口 惠 理・若 松 孝 嘉・田 中 信 之

P − 19 慢性疼痛患者のオピオイド製剤処方の実態調査 付 属 病 院 薬 剤 部 伊 勢 雄 也

P − 20 当院における Infusion Reaction の実態調査（2024
年度）

付 属 病 院 薬 剤 部 渡邉友起子・福島与詩香・岸 田 悦 子
伊 勢 雄 也

P − 21 当院における医薬品使用の実態調査 付 属 病 院 薬 剤 部 福島与詩香・渡邉友起子・岸 田 悦 子
伊 勢 雄 也

P − 22 新生児・小児の赤血球製剤分割について当院の取
り組み

武蔵小杉病院中央検査室

武蔵小杉病院麻酔科
武蔵小杉病院新生児科
武蔵小杉病院小児科

林 　 　 望・篠 崎 麻 衣・小川早恵子
間 宮 一 夫
杉 田 慎 二
島 　 義 雄
右 田 　 真

D 解剖・呼吸器・消化器
P − 23 Barbed suture は筋膜閉鎖のスタンダードになり

得るか？
− Evidence と Experience 両面からの検証−

付属病院消化器外科 菊 池 悠 太・松 田 明 久・山 田 岳 史
進 士 誠 一・高 橋 吾 郎・岩 井 拓 磨
宮 坂 俊 光・香中伸太郎・林 　 光 希
吉 田 　 寛

P − 24 アポリポ蛋白 A2 アイソフォームによる膵外分泌機
能評価を用いた膵切除術後脂肪性肝疾患発症予測

付属病院消化器外科

武 蔵 小 杉 病 院 外 科
千 葉 北 総 病 院 外 科
生体機能制御学分野

松 下 　 晃・大 野 　 崇・吉 森 大 悟
濱 口 　 暁・室 川 剛 廣・上 田 純 志
清 水 哲 也・川 野 陽 一・吉 田 　 寛
吉 岡 正 人
川 島 万 平・中村慶春
本 田 一 文

P − 25 手外科領域における VR 教育の有効性検証：視覚
情報の次元性（3D vs 2D）の影響に関するランダム
化比較試験

形成再建再生医学分野
形 成 外 科 学

初 岡 佑 一
小 野 真 平・小 川 　 令

P − 26 前交通動脈瘤を合併した chordoid glioma に対し、 
開頭クリッピング術と経鼻内視鏡下腫瘍摘出術を
同時に行った１例

付属病院脳神経外科

千葉北総病院脳神経外科
府中恵仁会病院脳神経外科
武蔵小杉病院脳神経外科

青 木 大 征・亦 野 文 宏・樋 口 直 司
村 井 保 夫
能 中 陽 平・諫山晃士郎
久保田麻紗美
田 原 重 志

P − 27 乳房再建における free SGAP flap、100 人の上臀
動脈の解剖　下降枝の存在と血管径

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

青 木 宏 信・多賀麻里絵・出 口 祐 樹
小 川 　 令

P − 28 オメガ３脂肪酸による肝細胞の転写調節機構 分 子 遺 伝 医 学 分 野 菱 川 大 介・佐 藤 博 文・豊 島 翔 太
酒井真志人
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P − 29 有瘻性膿胸に対して気管支充填術（EWS）を施行
した際に仮性肺動脈瘤が破裂したが、一命を取り留
めた１例

呼吸器・腫瘍内科学分野 礒 ⾕ 祥 太・久 金 　 翔・谷内七三子
鈴 木 貴 大・鈴 木 彩 奈・田 中 　 徹
鏑 木 翔 太・笠 原 寿 朗・清 家 正 博

P − 30 Histopathological review of the prevalence 
of systemic amyloidosis among carpal tunnel 
syndrome cases

医 学 部 第 ５ 学 年
統御機構診断病理学

付属病院病理診断科

大 冨 　 彩
宮 崎 　 海・堂本裕加子・藤 井 雄 文
石 野 孔 祐・北 村 妙 子・河 本 陽 子
手 塚 　 潔
大 橋 隆 治

P − 31 トリアムシノロンアセトニド局注にて消失した再発性
喉頭蓋非特異的肉芽腫の１例

付属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科 谷 口 康 平・坂 本 耕 二・後 藤 　 穣

E 腫瘍・免疫・遺伝子
P − 32 全身性硬化症に伴う間質性肺疾患（SSc-ILD）の進

行性肺線維症（PPF）予測モデルの検証
付属病院リウマチ膠原病内科 四茂野恵奈・磯 村 洋 平・渡 邊 晋 二

桑 名 正 隆
P − 33 化膿性肉芽腫様組織を呈し診断に苦慮した未分化

大細胞リンパ腫の１例
多摩永山病院形成外科

形 成 外 科 学

大 井 一 輝・中 島 大 智・神 田 真 志
吉 川 裕 二・藪 野 雄 大
小 川 　 令

P − 34 外陰部疣状癌における腫瘍随伴性高カルシウム血
症の初の臨床報告

武蔵小杉病院形成外科 
形 成 外 科 学

岡　和佳奈・桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 35 左頬部に生じた皮膚粘液癌の 1 例 神栖済生会病院形成外科
形 成 外 科

遠藤竜一郎
小 川 　 令

P − 36 ヘパリンは腸内細菌叢異常状態での食品添加物に
よる上皮細胞死と好酸球浸潤を改善する

微 生 物 学・ 免 疫 学
共同研究施設形態解析研究室
解 析 人 体 病 理

若林あや子・根 岸 靖 幸・森 田 林 平
遠 田 悦 子

P − 37 腋窩副乳に生じたアポクリン化生を伴う乳管内乳頭腫
の１例

千葉北総病院形成外科
形 成 外 科 学

向 井 桜 子・石 井 暢 明
小 川 　 令

P − 38 乳児血管腫と診断されて成人まで無治療で経過した
DFSP の 2 例
−血管腫外来での pitfall −

武蔵小杉病院形成外科
武蔵小杉病院皮膚科
形 成 外 科 学

西本あか奈・赤 石 諭 史
伊 東 慶 悟
小 川 　 令

P − 39 成人発症した臍腸管遺残の 1 例 千葉北総病院形成外科
形 成 外 科 学

松 波 香 子・石 井 暢 明・落 　 智 博
小 川 　 令

P − 40 指粘液嚢腫に対する関節包切除の治療成績 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
武蔵小杉病院形成外科

秋 山 　 豪・小 野 真 平・小 川 　 令

松 永 宣 子
P − 41 片側上眼瞼に限局した Morbian 病の１例 形 成 外 科 学 辻 野 伸 明

P − 42 下垂体神経内分泌腫瘍と頭蓋咽頭腫を合併した先端
巨大症の１例

付属病院脳神経外科
千葉北総病院脳神経外科
武蔵小杉病院脳神経外科

鶴 谷 美 紅・亦 野 文 宏・村 井 保 夫
能 中 陽 平・諌山晃士郎
田 原 重 志

P − 43 足底から足背に伸展した多房性表皮嚢腫の治療経験 千葉北総病院形成外科
形 成 外 科 学

児 玉 芳 裕
江 浦 重 義・小 川 　 令

P − 44 顔面に発生した SCC with KA の１例
−転移性進展を示した臨床経過と文献的考察−

武蔵小杉病院形成外科
形 成 外 科 学

榛谷ありか・桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
梅 澤 裕 己・小 野 真 平・小 川 　 令

P − 45 Identification of SIGLEC7 as an immune
checkpoint receptor for VSIG4 in NK cells

先 端 医 学 研 究 所
分 子 生 物 学 部 門

笠 井 　 優・村 上 善 則

P − 46 日光角化症における Solar Elastosis 量的閾値と臨
床分類による有棘細胞癌進行リスク予測モデルの
構築

武蔵小杉病院形成外科
武蔵小杉病院皮膚科
形 成 外 科 学

桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
杉 本 　 徹・伊 東 慶 悟
小 川 　 令

P − 47 臨床診断と病理診断が乖離した右下腿有棘細胞癌の
１例

徳洲会湘南鎌倉総合病
院 形 成 外 科 
形 成 外 科 学

加来知恵美・上 田 百 蔵

若 崎 昭 太・渡 邉 紅 実・外 薗 　 優
小 川 　 令
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P − 48 EGFR 変異陽性肺腺がんにおける ICB 耐性に関連
する新規免疫関連因子の同定

先 端 医 学 研 究 所
遺 伝 子 制 御 学 部 門
統御機構診断病理学
付属病院呼吸器内科

中 嶋 　 亘・山 本 　 林

石 野 孔 祐・大 橋 隆 治
北 川 真 悟・清 家 正 博

P − 49 BATF 欠損マウスにおける貧血様表現型と赤血球
分化異常に関する解析

医 学 部 第 ５ 学 年 
先 端 医 学 研 究 所
細 胞 生 物 学 部 門

大 庭 研 仁
大和田竜司・朝 妻 知 子・岩 井 佳 子

P − 50 免疫転写因子 Batf 欠損マウスにおける脂質代謝異
常の解析

医 学 部 第 ５ 学 年
先 端 医 学 研 究 所
細 胞 生 物 学 部 門

加藤壮一郎
大和田竜司・朝 妻 知 子・岩 井 佳 子

P − 51 Efficacy and safety of immune checkpoint 
inhibitors for KRAS positive advanced non-
small cell lung cancer

呼吸器・腫瘍内科学分野

千葉北総病院呼吸器内科

安 部 衣 織・宮 寺 恵 希・三宅絵里佳
福 泉 　 彩・久 金 　 翔・中 道 真 仁
武 内 　 進・宮 永 晃 彦・笠 原 寿 郎
清 家 正 博
加 藤 泰 裕・菅 原 崇 広・岡 野 哲 也

P − 52 口唇生検が診断に有用だった IgG4 関連疾患の１例 付 属 病 院 腎 臓 内 科

多摩永山病院腎臓内科
内分泌代謝・腎臓内科学分野
解 析 人 体 病 理 学

菅 原 道 子・荒 谷 紗 絵・平 間 章 郎
酒 井 行 直・柏 木 哲 也
金 子 朋 広
岩 部 真 人
清 水 　 章

P − 53 若年に発症した舌紡錘細胞癌の 1 例 統御機構診断病理学
解 析 人 体 病 理 学
耳 鼻 咽 頭 科 学

髙 木 優 維・大 橋 隆 治
髙熊将一朗
酒 主 敦 子・中 石 　 柾・後 藤 　 穣

P − 54 イムノトキシンを用いる新しい光治療法の開発 付属病院呼吸器外科 園 川 卓 海・鈴 木 健 人・富岡勇宇也
町田雄一郎・臼 田 実 男

P − 55 膵癌細胞におけるRap1bの増殖能制御機構に関する
検討

統御機構診断病理学

付属病院消化器外科
多摩永山病院消化器外科

吉 森 大 悟・工 藤 光 洋・石 野 孔 祐
藤 井 雄 文・遠 藤 憲 彦・河 本 陽 子
手 塚 　 潔・北 村 妙 子・堂本裕加子
大 橋 隆 治
上 田 純 志・吉 田 　 寛
春 名 孝 洋

F 心臓・血管
P − 56 回収困難な左冠動脈入口部のステント脱落に対し

外科的に除去した１例
武蔵小杉病院心臓血管外科 村 田 智 洋

P − 57 心房細動手術後の洞調律における左房内血流動態
の解析

武蔵小杉病院心臓血管外科
付属病院心臓血管外科

前 田 基 博・坂本俊一郎・辻　杏奈
鈴 木 憲 治・石 井 庸 介

P − 58 Central shunt手術におけるshunt吻合位置及び直径
が心血管内の血行動態に及ぼす影響に関する研究

東京理科大学大学院
工学研究科機械工学専攻
東京慈恵会医科大学
総合医科学研究センター
先端医療情報技術研究部
東京理科大学工学部機械工学科
心 臓 血 管 外 科

倉 岡 莉 蘭

藤村宗一郎

山 本 　 誠
鈴 木 憲 治・佐々木　孝・石 井 庸 介

P − 59 急性心筋梗塞を合併した出血性胃癌に対する胃全
摘術の麻酔管理の１例

付 属 病 院 麻 酔 科・
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク

小沢麻実子・石 川 真 士

P − 60 除細動器植え込み後の右心室リード穿孔の２例 中頭病院心臓血管外科 小野田　翔・本 田 二 郎

P − 61 巨大腕頭動脈瘤を伴った梅毒性胸部大動脈瘤の
症例

付属病院心臓血管外科 廣 本 敦 之・網 谷 亮 輔・上 田 仁 美
鈴 木 憲 治・白 川 　 真・丸 山 雄 二
佐々木　孝・宮 城 泰 雄・石 井 庸 介

P − 62 Experimental study on the sodium glucose 
cotransporter 2 inhibitor, tofogliflozin and 
myocardial protection

千葉北総病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

山 田 直 輝・藤 井 正 大・前 川 　 良
茅 原 一 登・川 瀬 康 裕・別 所 竜 蔵
石 井 庸 介
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P − 63 部分肺静脈灌流異常症術後の上大静脈閉塞に対して
心内修復術により根治した１例

千葉北総病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

前 川 　 良・川 瀬 康 裕・茅 原 一 登
山 田 直 輝・山 下 裕 正・藤 井 正 大
別 所 竜 蔵
石 井 庸 介

P − 64 多数の心原性脳梗塞危険因子を有する卵巣癌術後患
者に対し二弁置換術、心房細動手術、上行大動脈置
換術を施行した１例

千葉北総病院心臓血管外科 茅 原 一 登

P − 65 呼吸不全により緊急摘除術を要した、未診断左房
血管肉腫の１例

武蔵小杉病院心臓血管外科

多摩永山病院循環器内科
武蔵小杉病院病理診断科
心 臓 血 管 外 科 学

辻 　 杏 奈・鈴 木 憲 治・前 田 基 博
坂本俊一郎
小谷英太郎
許 田 典 夫
石 井 庸 介

P − 66 冠動脈走行異常を伴った DORV/PS に Rastelli 型手
術を施行した１例

付属病院心臓血管外科 秋 月 　 響・佐々木　孝・鈴 木 憲 治
白 川 　 真・網 谷 亮 輔・上 田 仁 美
廣 本 敦 之・山 下 裕 正・丸 山 雄 二
宮 城 泰 雄・石 井 庸 介

P − 67 ラット薬剤性心筋障害モデルに対する肺動脈絞扼
術の左心機能への効果

医 学 部 第 4 学 年
心 臓 血 管 外 科 学

医 学 部 第 5 学 年
解 析 人 体 病 理 学

廣 瀬 　 穣
佐々木　孝・村 田 智 洋・網 谷 亮 輔
宮 城 泰 雄・石 井  庸 介
井 上 結 賀
㓛刀しのぶ

P − 68 縦隔膿瘍を形成した人工弁心内膜炎に対する一期
的外科治療の１例

付属病院心臓血管外科

武蔵小杉病院心臓血管外科

網 谷 亮 輔・秋 月 　 響・上 田 仁 美
廣 本 敦 之・鈴 木 憲 治・白 川 　 真
丸 山 雄 二・佐々木　孝・宮 城 泰 雄
石 井 庸 介
村 田 智 洋・坂本俊一郎

P − 69 川崎病巨大冠動脈瘤の血栓閉塞による急性心筋梗
塞に対する緊急冠動脈バイパス術

付属病院心臓血管外科 上 田 仁 美・丸 山 雄 二・石 井 庸 介

P − 70 ランゲルハンス組織球症に合併した中心静脈カテー
テル閉塞に対して外科治療を行なった１例

榊原記念病院小児心臓血管外科 神 谷 寛 登

P − 71 若年ラットに対する肺動脈絞扼術の左心機能への
影響

医 学 部 第 5 学 年
医 学 部 第 4 学 年
心 臓 血 管 外 科 学

解 析 人 体 病 理 学

井 上 結 賀
廣 瀬 　 穣
佐々木　孝・村 田 智 洋・網 谷 亮 輔
宮 城 泰 雄・石 井 庸 介
㓛刀しのぶ

P − 72 上大静脈及び両側腕頭静脈の部分切除を要した胸
腺腫瘍の 1 手術例

付 属 病 院 研 修 医
付属病院心臓血管外科

百 瀬 健 史
白 川 　 真・宮 城 泰 雄・秋 月 　 響
網 谷 亮 輔・上 田 仁 美・廣 本 敦 之
鈴 木 憲 治・丸 山 雄 二・佐々木　孝
石 井 庸 介

G 血液・甲状腺・内分泌
P − 73 A Case of Stevens-Johnson Syndrome Induced by 

Selpercatinib
付 属 病 院 皮 膚 科

付属病院内分泌外科

刀 祢 勇 樹・帆 足 俊 彦・大 谷 咲 貴
佐 伯 秀 久
杉 谷 　 巌

P − 74 低ホスファターゼ症：子の診断を契機に親の診断に
いたった 2 家系

付 属 病 院 小 児 科
多摩永山病院小児科
武蔵小杉病院小児科

上 岡 由 奈・植 田 高 弘
田 嶋 華 子
松 本 多 絵

P − 75 妊婦のビーガン食が次世代の代謝性疾患発症リスク
形成に及ぼす影響

生 理 学
（ 生 体 統 御 学 ）

吉 崎 　 瞳・根 本 崇 宏・柿 沼 由 彦

P − 76 糖尿病患者における Cardio Renal Metabolic
syndrome の病態把握についての検討

千 葉 北 総 病 院
糖尿病・内分泌代謝内科
内分泌代謝・腎臓内科学分野

川久保瑠美・小 林 俊 介・大 塚 英 明
岡 島 史 宜
岩 部 真 人

P − 77 同種造血幹細胞移植の合併症に影響を及ぼす口腔内
及び腸管内細菌叢プロファイリング

付 属 病 院 血 液 内 科 岸 田 侑 也・由 井 俊 輔・山 口 博 樹
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H 精神・神経
P − 78 統合失調症は窒息患者の転帰に影響するか：

MOCHI レジストリ解析
付属病院高度救命救急センター

救 急 医 学
ニューメキシコ大学救急部

大 野 瑛 莉・五十嵐　豊・脇 坂 璃 子
中 江 竜 太・横 堀 將 司
許 　 敬 高
乗 井 達 守

P − 79 スタチン系薬剤によるくも膜下出血発症予防効果医
療ビッグデータからの検証

付属病院脳神経外科 亦 野 文 宏・村 井 保 夫・森 田 明 夫

P − 80 精神科病棟における院内窒息事故の特徴：全国医療
事故情報データベースを用いた分析

付属病院高度救命救急センター
救 急 医 学

二 瓶 叶 大
五十嵐　豊・栁 沼 弘 樹・脇 坂 璃 子
中 江 竜 太・横 堀 將 司

P − 81 高齢うつ病患者における線条体のタウ蓄積とドパ
ミントランスポーターの低下

精 神 医 学

薬 理 学

内山翔太郎・坂 寄 　 健・野 上 　 毅
大 矢 智 之・舘 野 　 周
荒 川 亮 介

P − 82 視神経脊髄炎スペクトラム障害患者における生物
学的製剤の使用時期に関する検討

医 学 部 第 5 学 年
付属病院脳神経内科
武蔵小杉脳神経内科
千葉北総病院脳神経内科

高 田 知 歩
林 　 俊 行・櫻 井 星 羅・須 田 　 智
酒 巻 雅 典
戸 田 諭 補

P − 83 入院患者 83,990 人における入院中の脳梗塞発症率
とリスク因子の検討

付属病院脳神経内科
武蔵小杉病院脳神経内科
医 療 管 理 学
多摩永山病院薬剤部
多摩永山病院脳神経内科
熊本大学病院脳神経内科

櫻 井 星 羅・須 田 　 智
鈴木健太郎
西 野 拓 也
林 　 大 祐
齋 藤 智 成
木 村 和 美

P − 84 精神疾患モデルマウスにおけるミスマッチ陰性電位
と事象関連電位の測定系の構築と機械学習解析

医 学 部 第 ４ 学 年
感 覚 情 報 科 学 分 野

増 野 太 郎
加 藤 大 輔

P − 85 羊膜間葉系幹細胞由来エクソソームによる多発性硬
化症モデル動物に対する治療効果の検討

医 学 部 第 4 学 年
神 経 内 科 学 分 野
共同研究施設臨床系研究室

天 宮 蒼 吾
古 寺 紘 人
鷹 取 美 雪・齋 藤 萌 子・仁藤智香子

I 女性・生殖・泌尿　　　　　　　　　
P − 86 輸血歴のある妊婦が妊娠後期に初めて不規則抗体

（抗 Dib,E,c 抗体）陽性を示した 1 例
多摩永山病院女性診療科・産科 鈴木美沙子・山 岸 絵 美・杉原可那子

岡 田 知 之・菊地恵理子・奥 田 直 貴
林 　 昌 子・関 口 敦 子

P − 87 気 胸 を 再 発 せ ず 分 娩 に 至 っ た Birt-Hogg-Dube 
(BHD) 症候群の１例

武蔵小杉病院女性診療科・産科 久保田彩水・久保田夢音・島 田 春 貴
渡 邉 朝 子・新 村 裕 樹・大 内 　 望
倉 品 隆 平・松 島 　 隆

P − 88 集学的治療により透析を離脱できた重症 ANCA 関
連血管炎の１例

付 属 病 院 腎 臓 内 科

内分泌代謝・腎臓内科学分野
統御機構診断病理学
解 析 人 体 病 理 学

日 高 綾 子・酒 井 行 直・荒 谷 紗 絵
平 間 章 郎・柏 木 哲 也
岩 部 真 人
大 橋 隆 治
清 水 　 章

P − 89 間質性肺炎に対するニンテナニブ投与中にネフ
ローゼ症候群を発症した 1 例

統御機構診断病理学分野

内 科 学
（内分泌糖尿病代謝内科学）

大 島 康 利・河 合 貴 広・堂本裕加子
大 橋 隆 治
吉井はるか・荒 谷 紗 絵・酒 井 行 直
岩 部 真 人

P − 90 胎児発育不全に伴う胎盤低形成に対する M1 型マ
クロファージ分極の影響

統御機構診断病理学分野

女性生殖発達病態学分野
武蔵小杉病院女性診療科・産科
武蔵小杉病院病理診断科

滝 澤 彩 子・石 野 孔 祐・北 村 妙 子
河 本 陽 子・藤 井 雄 文・工 藤 光 洋
大 橋 隆 治
鈴 木 俊 治
松 島 　 隆
許 田 典 男

J 美容・性同一性障害
P − 91 ミノキシジルを代替する新たな発毛治療 形成外科学・抗加齢予防医学講座

薬 理 学
高 田 弘 弥・小 川 　 令
坂 井 　 敦

P − 92 膣粘膜移植を用いた Metoidioplasty の検討 行徳総合病院形成外科
形 成 外 科 学

中村加奈恵・櫻 井 　 透
小 川 　 令
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P − 93 市中病院におけるレーザー治療の現状 令和あらかわ病院形成外科
形 成 外 科 学

土 屋 未 央
小 川 　 令

P − 94 トランスジェンダー男性に対する骨付き前腕皮弁
による陰茎形成の経験

行徳総合病院形成外科
形 成 外 科 学

櫻 井 　 透・中村加奈恵・小 野 真 平
小 川 　 令

P − 95 美容医療で用いられる注入・埋入物の NMR 分析の 
有用性

共同研究施設磁気共鳴分析室
法 医 学
形 成 外 科 学

沖 原 　 香
今田トモ子・平 川 慶 子・金 涌 佳 雅
土 肥 輝 之・小 川 　 令

P − 96 雄マウスにおける性的指向と性差がある解剖学的
特徴の相関解析

医 学 部 第 ６ 学 年
解剖学・神経生物学分野

相 羽 育 人
森 下 雅 大・石 井 寛 高

K 再建
P − 97 腹会陰式直腸切断術後の会陰部再建における後大

腿皮弁の有用性
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

新 井 隆 之・近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己
渡 邊 　 陸・尾 髙 紗 也・小 川 　 令

P − 98 尿膜管遺残切除後の皮膚欠損に対する臍形成術の
検討
−術式別整容性と合併症の比較−

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

金 子 諒 平・土 肥 輝 之・小 川 　 令

P − 99 Sorbact®コンプレスによる植皮のクッション固定の
工夫

明理会中央総合病院
形 成 外 科 学 

下元麻梨子
梅 澤 裕 己・小 川 　 令

P−100 DIEP flap による乳房再建における臍形成の工夫 大森赤十字病院形成外科
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

井上真梨子
青 木 宏 信・小 川 　 令

P−101 当院における、NSM の切開線デザインと術後胸部
創縁壊死の関連

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
付 属 病 院 乳 腺 科

野 呂 邦 彦・青 木 宏 信・多賀麻里絵
出 口 祐 樹・小 川 　 令
栗 田 智 子・武 井 寛 幸

P−102 広範な深部後腹膜欠損に対して遊離前外側大腿皮
弁を用いて再建を行った 1 症例

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

渡 邊 　 陸・近 藤 　 暁・梅 澤 裕 己
新 井 隆 之・尾 髙 紗 也・小 川 　 令

P−103 下行結腸癌と腹壁の切除後に生じた腹壁欠損に対
し、有茎広背筋皮弁で再建した１例

行徳総合病院形成外科

形 成 外 科 学

渡 邉 紅 実・櫻 井 　 透・中村加奈恵
三 山 　 彩
小 川 　 令

P−104 Skin-Splitting concept によるメトロノーム皮弁の
開発

千葉北総病院形成外科
形 成 外 科 学

石 井 暢 明
小 川 　 令

P−105 頭頸部再建に挑み続ける〜 531 症例の記録〜 付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
武蔵小杉病院形成外科

梅 澤 裕 己・近 藤 　 暁・多賀麻里絵
小 川 　 令
外 薗 　 優

P−106 中等度頬部皮膚欠損に対する posteriorly based 
cheek rotation flap を用いた再建の１例と術式選
択に関する比較考察

多摩永山病院形成外科

形 成 外 科 学

中 島 大 智・藪 野 雄 大・大 井 一 輝
神 田 真 志・吉 川 裕 二
小 川 　 令

P−107 骨盤内臓全摘術後の前外側大腿皮弁による再建に
おける歩行機能障害の検討

付属病院 形成外科・
再建外科・美容外科

尾 髙 紗 也・近 藤 　 暁・梅 澤 裕 己
小 川 　 令

P−108 超音波計測値を用いた前外側大腿皮弁の到達距離
予測と 5 症例の検討

付属病院 形成外科・
再建外科・美容外科

近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己・小 川 　 令

P−109 股関節離断術の手技的工夫：側臥位アプローチに
よる 8 症例の後方視的検討

湘 南 鎌 倉 総 合 病 院
形成外科・美容外科
形 成 外 科 学

中 曽 草 馬・上 田 百 蔵・加来知恵美
尾関紗耶佳・額賀佐和子
小 川 　 令

P−110 鼻部剥離皮膚を菲薄化し再利用した即時再建の１
例

越谷清和病院形成外科
付属病院 形成外科・
再建外科・美容外科

久保元志郎
Vanessa Zi-Ying McLoughlin・小 川 　 令

P−111 複数の合併症を呈した人工物による乳房再建の１
例とその対策

武蔵小杉病院形成外科 松 永 宜 子

P−112 内胸動脈順行性・逆行性吻合を用いた両側茎 DIEP 
flap 乳房再建
〜血管配置と大胸筋被覆の工夫〜

付属病院 形成外科・
再建外科・美容外科

出 口 祐 樹・青 木 宏 信・多賀麻里絵
小 川 　 令

P−113 当院における遊離自家組織を用いた同時両側乳房
再建についての検討

付属病院 形成外科・
再建外科・美容外科

多賀麻里絵・青 木 宏 信・出 口 祐 樹
小 川 　 令
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L 瘢痕・ケロイド　
P−114 下顎部ざ瘡後ケロイド患者における治療中断の背景

と継続治療の有用性に関する検討
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

土佐眞美子・土 肥 輝 之・西 條 優 作
小 川 　 令

P−115 ケロイド組織におけるフィブリノゲン沈着の観察と
解析

形成再建再生医学分野
先端医学研究所病態解析部門
形 成 外 科 学

西 條 優 作・小 川 　 令
髙 野 晴 子・福 原 茂 朋
土 肥 輝 之

P−116 瘢痕形成のメカノバイオロジー：持続的機械的負
荷に着目して

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

土 肥 輝 之・若 井 英 恵・Jason Hou
Kyle Haasbroek・児 玉 詠 美
外 山 翔 太・張 　 萌 雄・比 留 間 英
西 條 優 作・豊 原 瑛 理・小 川 　 令 

P−117 小児ACNES（Anterior cutaneous nerve entrapment
syndrome）に対して外科的治療を行った 1 例

行徳総合病院形成外科

形 成 外 科 学 教 室

三 山 　 彩・櫻 井 　 透・渡 邊 紅 実
中村加奈恵
小 川 　 令

P−118 ケロイドに潜む真菌の影：Malassezia 属真菌関与の
電子顕微鏡的証拠と抗真菌薬の治療可能性

武蔵小杉病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

赤 石 諭 史
市野瀬志津子・土 肥 輝 之・小 川 　 令

P−119 巨大耳介ケロイドに対するくり抜き切除と後療法を
用いた包括的治療戦略の検討

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

皆 川 　 舜・土 肥 輝 之・小 川 　 令

P−120 肉芽および耳垂ケロイドの共通点と相違点を探る 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
武蔵小杉病院形成外科

市野瀬志津子・土 肥 輝 之・西 條 優 作
小 川 　 令
赤 石 諭 史

P−121 腋臭症手術後の肥厚性瘢痕予防および治療の最適
化に向けて

武蔵小杉病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

久保村　憲・桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P−122 熱傷後腋窩瘢痕拘縮の再建における最適な局所皮
弁の検討

武蔵小杉病院形成外科
形 成 外 科 学

青 木 献 広・赤 石 諭 史
小 野 真 平・小 川 　 令

P−123 熱傷後瘢痕拘縮に対する治療方針の検討 形 成 外 科 学 小 川 　 令・土 肥 輝 之・西 條 優 作
近 藤 　 暁

M 慢性創傷　　　
P−124 10%ブドウ糖液の血管外漏出により手背皮膚潰瘍を

きたした新生児の１例
千葉北総病院形成外科
形 成 外 科 学

河野このみ・石 井 暢 明・落 　 智 博
小 川 　 令

P−125 褥瘡との鑑別を要した仙骨部慢性放射線皮膚潰瘍
の 1 例

湘南鎌倉総合病院形成外科

形 成 外 科 学

額賀佐和子・上 田 百 蔵・尾関紗耶佳
中 曽 草 馬・加来知恵美
小 川 　 令

P−126 化膿性汗腺炎に対する外科的加療の術式別成績と
予後因子の検討

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

伊 藤 賢 奎・土 肥 輝 之・小 川 　 令

P−127 ラップ療法により広範囲皮膚壊死となった１例 湘南鎌倉総合病院形成外科

形 成 外 科 学

尾関紗耶佳・上 田 百 蔵・加来知恵美
中 曽 草 馬・額賀佐和子
小 川 　 令

P−128 巻き爪に対するリネイルゲル併用療法の矯正効果
持続期間に関する検討：３症例の報告

形 成 外 科 学 野 村 怜 海・小 野 真 平・大 地 洋 輔
宮 園 泰 輔・小 川 　 令

P−129 自重関連褥瘡のポケットに対する有効な戦略 多摩永山病院形成外科
形 成 外 科 学

藪 野 雄 大
小 川 　 令

P−130 重症化する前に対応を−
−在宅褥瘡患者の早期外来受診を促すための対応指
標の検討 

医療法人社団正志会
平 成 立 石 病 院
形 成 外 科 学

香 西 達 一

小 野 真 平・小 川 　 令

N 創傷治癒・メカノバイオロジー
P−131 マクロファージ由来の Gelsolin は皮膚創傷治癒に

おける線維芽細胞の遊走能を促進する
形成再建再生医学分野
微生物学・免疫学分野

豊 原 瑛 理・土 肥 輝 之・小 川 　 令
佐々木文之・森 田 林 平

P−132 血管新生過程におけるペリサイトの役割と制御機
構の解明

先 端 医 学 研 究 所
病 態 解 析 学 部 門

石 井 智 裕・弓 削 進 弥・福 原 茂 朋
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P−133 接触振動デバイスによる創傷治癒 形成再建再生医学分野
形成外科学・抗加齢予防医学講座
薬 理 学

山 本 寛 也・小 川 　 令
高 田 弘 弥
坂 井 　 敦

P−134 重症 MRONJ に対する保存的アプローチと植皮再建 多摩永山病院形成外科

形 成 外 科 学

吉 川 裕 二・藪 野 雄 大・神 田 真 志
大 井 一 輝・中 島 大 智
小 川 　 令

P−135 機械刺激による発毛促進効果 形成外科学・抗加齢予防医学講座
形 成 外 科 学

魚 返 拓 利・高 田 弘 弥
小 川 　 令

P−136 湿潤療法中の創感染により治療が遷延した小児熱
傷例

八潮中央総合病院形成外科
形 成 外 科 学

守屋江利子
秋 山 　 豪・小 野 真 平・小 川 　 令

P−137 ２cm 以上の頭部皮膚腫瘍切除後における創閉鎖法
の選択

武蔵小杉病院形成外科

形 成 外 科 学

井 上 遥 陽・西本あか奈・久保村　憲
松 永 宜 子・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P−138 炎症応答に関与するマウス NEDD4-TV2 の機能的
役割の解析

医 学 部 第 5 学 年
医 学 部 第 4 学 年
形 成 外 科 学
生化学・分子生物学 

（ 代 謝・ 栄 養 学 ）
代 謝・ 栄 養 学 分 野 

銭 　 博 聞
安 岡 璃 奈
土 肥 輝 之・小 川 　 令
早 川 清 雄

佐 藤 　 卓

O 外傷・骨折　　　　
P−139 帝王切開で生じた分娩時大腿骨骨折に対する保存

治療における超音波検査の経験
付属病院整形外科・リウマチ外科 坂 本 裕 輔・植 松 卓 哉・山 田 貴 彦

平 尾 　 眞
P−140 筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者の 3 度熱傷の治

療経験
大坪会東和病院形成外科
形 成 外 科

奈 良 慎 平
小 川 　 令

P−141 当院におけるネキソブリッド® の使用経験 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

須 賀 円 香・秋 山 　 豪・加 藤 大 敢
小 川 　 令

P−142 Reverse homodigital dorsoradial flap を遠隔皮弁
として用いた指尖部再建の１例

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

春 木 慶 太・加 藤 大 敢・小 野 真 平
小 川 　 令

P−143 当院における眼窩骨折手術 54 例の後向き検討 形 成 外 科 学 宮 園 泰 輔・小 野 真 平・野 村 怜 海
大 地 洋 輔・小 川 　 令

P−144 An autopsy case of acute subdural hematoma 
caused by rupture of a cortical artery

法 医 学 朝倉久美子・由 井 奏 子・市 川 実 咲
金 涌 佳 雅

P−145 手掌切創後に生じた傷性仮性動脈瘤の 1 例 形 成 外 科 学 飯 野 　 駿・小 野 真 平・小 川 　 令

P−146 膝窩部坐骨神経ブロック後の小児の坐骨神経麻痺に 
対して、神経剥離と神経再生誘導術により良好な 
成績を得られた１例

新百合ヶ丘総合病院
外 傷 再 建 セ ン タ ー
形 成 外 科 学

山 岡 秀 司

小 川 　 令
P−147 プレート固定及び術後早期運動療法を施行した有

頭骨有鉤骨骨折合併の第 3,4,5CM 関節脱臼骨折
名 古 屋 掖 済 会 病 院
整形外科・手外科 / 手外科・
マイクロサージャリーセンター
形 成 外 科 学

張 　 萌 雄

小 川 　 令

P 生理・視覚器・感覚器
P−148 線維柱帯切除術既往眼の白内障手術時における

トーリック眼内レンズの有用性
眼 科 学 白 鳥 　 宙・中 元 兼 二・岡 本 史 樹

P−149 マウス網膜スターバーストアマクリン細胞の GABA
応答は生後発達期に変化する

シ ス テ ム 生 理 学
形 態 解 析 研 究 室

石 井 俊 行・金 田 　 誠・加 藤 大 輔
尹 　 成 珠

P−150 強皮症に合併した眼瞼痙攣・下垂に対し眼輪筋部
分切除および挙筋前転術が奏功した１例

千葉北総病院形成外科
形 成 外 科 学

落 　 智 博・石 井 暢 明
小 川 　 令

P−151 黄斑偽円孔の臨床的特徴と視力予後 眼 科 学 塩田佳弥乃・久保田典子・中 野 優 治
岡 本 史 樹

P−152 代謝型グルタミン酸受容体 mGluR6 の細胞膜表面
発現調節ドメインの解析

シ ス テ ム 生 理 学 荻 原 郁 夫・赤 木 　 巧・加 藤 大 輔
金 田 　 誠


